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会 議 録 

１ 会議名 

 令和 5 年度第 1 回柿崎区地域協議会 

２ 議題(公開・非公開の別) 

（1） 協議事項（公開） 

・地域独自の予算事業の要求に向けた取組について 

（2） 報告事項（公開） 

  ・柿崎区内の保育園の今後のあり方に関する意見書に対する回答について 

・柿崎区地域協議会各種委員会からの活動報告 

(3)  その他（公開） 

３ 開催日時 

令和 5 年 4 月 18 日（火）午後 6 時から午後 6 時 47 分まで 

４ 開催場所 

柿崎コミュニティプラザ 3 階 305～307 会議室 

５ 傍聴人の数 

1 人 

６ 非公開の理由 

なし 

７ 出席した者（傍聴人を除く) 氏名（敬称略) 

・委 員： 貝谷雅子、

小出祥世、小山慶、中村誠、  

・事務局：柿崎区総合事務所 新部所長、小林次長、石澤次長、 

五十嵐産業グループ長、田原建設グループ長、 

池田市民生活・福祉グループ長、小林教育・文化グループ長、 

熊木地域振興班長、大場主査 

８ 発言の内容（要旨） 

【小林次長】 



- 2 - 

・地域協議会の開会を宣言。 

 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数

以上の出席を確認、会議の成立を報告。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 1 項の規定により、会議の運営

は会長が行う旨を説明。 

 

・会長挨拶。 

・会議録署名委員に貝谷雅子委員を指名。 

・協議事項の地域独自の予算事業の要求に向けた取組についてに移る。 

・資料 1 は、今後、地域活性化の方向性を地域独自の予算事業に繋げていくため、

各委員から構成要素別に事業やアイディアを提案していただいた一覧である。

今後、どのようにして提案事業を地域独自の予算事業に繋げていくかを協議し

たい。 

・委員の皆さんから何か意見があったらお願いしたい。 

・地域活性化の方向性の作成検討会の小出委員長はいかがか。 

【小出委員】 

 ・地域協議会は、事業の実施主体になられないため、実際に事業を実施してくれ

る団体を探し、その団体と協議する必要があると考える。 

 

 ・小出委員の言っているとおりだと思う。 

 ・他に意見等はないか。 

 ・作成検討会の委員の 委員はどうか。 

【 委員】 

 ・特にない。 

 

 ・貝谷委員はどうか。 

【貝谷委員】 

 ・特にない。 
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 ・小山委員はどうか。 

【小山委員】 

 ・小出委員が言うとおり、良いと思った事業があっても実際にそれを実施する団

体が必要であり、その団体にお願いする必要があると思う。 

 

 ・中村委員はどうか。 

【中村委員】 

 ・特にない。 

 

 ・蓑輪委員はどうか。 

【蓑輪委員】 

 ・みなさんの意見に同意する。 

 ・アイディアの段階かもしれないが、中学生、高校生などの若者の意見も聞く機

会が必要と考える。 

 

 ・ 委員はどうか。 

【 委員】 

 ・小山委員の言うとおり、提案されたものを実行する組織が必要であると思う。 

 ・地域独自の予算を作る際には、最終的に総合事務所が予算化することになるが、

総合事務所がどのように絡んでくるのかが見えない。意見を聞きたいと思うが

いかがか。 

 

 ・副会長の意見を聞いてから、私の方で回答する。 

【白井副会長】 

・提案事業について、実施することができる団体に頼る必要があると思う。 

 

 ・冒頭に小出委員から意見があったとおり、地域協議会で事業を実施するわけに

はいかないため、事業を実施する団体を立ち上げる、または、探すことが必要

である。 

・2 ページの 10 番の空き家を利用して海・里・山それぞれの地域に田舎暮らし体
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験宿を整備する。また、4 ページの 7 番の空き家の利活用を推進する団体を設

立し移住、定住を促進するという提案事業が上げられているが、これはまさに

空き家活かそうプロジェクトで検討しており、令和 6 年度予算に向け検討して

いるところである。これを行うための団体はどうかというと、空き家活かそう

プロジェクトでは、関係する団体を全部集めて、新しい協議会を作ろうという

ところまで進んでいる。受け皿がなければ、団体を設立しなければならない。

ただし、全部を立ち上げるわけにはいかないため、この中から可能性があるも

のを拾い上げて、進めていく形になると思う。最終的には が言ってい

るとおり、予算化するのは総合事務所とこのメンバーとなるが、その前に事業

化するにはどうしたらいいかということを団体と総合事務所で考えていかな

ければならない。 

・私の提案であるが、みんなの保育園を考える会は、意見書を提出し一区切りつ

いたため、このメンバーが地域活性化の方向性の検討委員会に入っていただき、

引き続き検討いただきたいと思う。一つでも二つでも令和 6 年度予算に結び付

くように検討いただきたいと思う。これまで 6 回の地域活性化の方向性の検討

委員会をやっており、7 回目をできるだけ早く開催していただき、議論してい

ただきたいと思っているがいかがか。 

【小出委員】 

 ・会長の言うとおりだと思う。今まで地域協議会の後で開催してきた。5 月の早

い時期に集まるのは皆さんも厳しいのではないかと思うため、次回の地域協議

会の後で開催するのでどうか。 

 

 ・5 月の地域協議会の後でのスタートということでよいか。 

 ・他に意見があったらお願いする。 

 ・ どうか。 

【 委員】 

 ・早い時期というのであれば、連休明けに開催したらどうか。 

 

 ・私は早い時期に開催していただきたい。 

・後で皆さんにお願いをしようとしていたが、私の都合で来月の地域協議会は 5
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月 16 日から変更し、5 月 23 日でお願いしたいと思っていたため、できれば連

休明けに開催していただきたい。 

 ・小出委員長いかがか。 

【小出委員】 

 ・それでは、今回は連休明けに実施することとし、2 回目からは地域協議会の後

での実施でどうか。 

 

 ・それでは集まれる人だけでもいいので、5 月 15 日の月曜日の午後 6 時 30 分か

らでどうか。 

 （はい） 

 ・それでは会議名を変えて、第 1 回ということでスタートということでお願いす

る。 

 ・次に報告事項⑴柿崎区内の保育園の今後のあり方に関する意見書に対する回答

について事務局からお願いする。 

【熊木班長】 

・資料 2 について読み上げ。 

 

・私としては一つ大きな仕事が皆さんのおかげでできたと思う。 

・小山委員長いかがか。 

【小山委員】 

・皆さんの多大な協力について感謝する。委員会を解散するのではなく、今後、

保育園がどういった形になるのかについて、模索していきたいと思っているた

め、引き続き協力をお願いしたい。 

 

 ・解散するのではなく、課題が出てきた際には、委員会を開催していただきた  

いと思う。 

 ・皆さんから意見等はあるか。 

  （なし） 

・それでは、次に報告事項⑵柿崎区地域協議会各種委員会からの活動報告という

ことで、空き家活かそうプロジェクトの蓑輪委員長からお願いする。 



- 6 - 

【蓑輪委員】 

 ・資料 3 により、第 27 回柿崎空き家活かそうプロジェクト会議の協議結果を報

告。 

 

 ・委員の皆さんから質問、意見等があったらお願いする。 

  （なし） 

・その他に移る。事務局が今後のスケジュールについての説明をするが、⑶第 2

回柿崎区地域協議会の開催について、5 月 16 日となっているが、私の都合で 5

月 23 日に変更させていただきたいがよろしいか。 

 （はい） 

・感謝する。それでは事務局から⑴、⑵について説明をお願いする。 

【熊木班長】 

⑴第 1 回柿崎区地域協議会だより編集委員会の開催について説明 

⑵第 28 回柿崎空き家活かそうプロジェクト会議の開催について説明 

 

・事務局から配布物の内容の説明をお願いする。 

【熊木班長】 

① 上越市第 7 次総合計画 本編及びダイジェスト版について説明 

② 大潟区地域協議会だより 第 53 号について説明 

③ 吉川区地域協議会だより 第 46 号について説明 

④ ウィズじょうえつからのおたよりについて説明 

⑤ 上越市議会ご意見を聴く会について説明 

 

 ・上越市議会ご意見を聴く会について案内は別に出るか。どういう方々にどうい

う形でお知らせするのか。 

【熊木班長】 

 ・地域協議会委員へ別に案内は出ない。市民への周知方法については、事務局で

は把握していない。 

【新部所長】 

・一般的には報道機関への情報提供や議会だよりで周知がなされると思われる。 

・今回、地域協議会委員の皆さんもぜひこの機会にご出席いただければありがた

いという趣旨で、このチラシが配られたものである。 
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・報道機関への情報提供や議会から別に案内が出るのか。誰もいないということ

もあり得るのか。 

【新部所長】 

・確認をしているわけではないが、一般的な手法として、市民を対象とするイベ

ントを行う場合は、報道機関への情報提供や広報紙等での周知を行っており、

必ず何人かはお集まりいただけるものと思っている。 

 

・皆さんからぜひ参加していただきたい。 

・その他で皆さんから何かないか。 

 （なし） 

・それでは閉会とする。 

【白井副会長】 

・地域協議会の閉会を宣言。 

（午後 6 時 47 分閉会） 

９ 問合せ先 

柿崎区総合事務所総務･地域振興グループ 

TEL：025-536-6701（直通） 

E-mail：kakizaki-ku@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 

 


